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令和 8 年度 

「交通信号保守診断士」 

学科試験問題 
 

【注 意 事 項】 

１ 終了予定時刻は１５時１５分です。（１時間３０分） 

開始３０分以降に退出可能ですが、再入場はできません。 

 実務試験受験の方は､事前説明開始の１５時２５分までに入場してください。 

２ ページ数は、表紙及び白紙を含めて１３ページです。 

３ 解答は、黒の鉛筆又はシャープペンシルで記入してください。 

４ 四肢択一式です。 

解答を１つ選択してマークシートの数字をマークしてください。 

問１から問３０まで、すべてを解答してください。 

５ 退出の時は、マークシートを提出してください。 

  問題用紙はお持ち帰りください。 

６ マークシート記入上の注意 

 (１) 受験番号（数字９桁）は左詰めで記入してください。 

(２) 受験番号の各数字をマークしてください。 

(３) 試験地を氏名下の枠内に記入してください。 
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問１ 図に示す現示と交差点の流入部の交通量において、現示１の需要率を示す式

はどれか。 

 

① λ1 ＝Maximum（S１/ Q1 , S3 / Q3）          Q２ 

② λ1 ＝Maximum（Q1/ S１ , Q3 / S3）          ↓ 

③ λ1 ＝Minimum（Q1/ S１ , Q3 / S3） 

④ λ1 ＝Average（Q1/ S１ , Q3 / S3）   Q1 → 

                                                          ← Q3 

λi :流入部 iの需要率                          ↑ 

Qi ：流入部 iの交通量                           Q4 

Si ：流入部 iの飽和交通流率 

 

                       現示１    現示２  

 

 

 

 

 

 

 

問２ 道路交通情報の提供や公共輸送機関への転換など、交通需要の平準化及び抑

制を目的とする手法として呼ばれている施策はどれか。 

 

① ＩＴＳ  

② ＴＳＭ 

③  ＴＤＭ 

④ ＰＴＰＳ 
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問３ ある現示の青表示開始時刻から停止線を通過する車両の累積図台数を示す交

通流累積図において、有効青時間を示すものはどれか。 

 

① Ａ 

② Ｂ 

③ Ｃ 

④ Ｄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 最小サイクル長の算定において、サイクル長をＣとし、損失時間をＬとする

と、（Ｃ－Ｌ）が設計交通量を捌くために使うことができる時間である。一方、交差

点の需要率をλとするとＣλは設計時間交通量を捌くために最低限必要な１サイク

ル当たりの合計青時間である。設計時間交通量を捌くために成立する式はどれか。 

 

① Ｃ－Ｌ ＝ Ｃ／λ 

② Ｃ－Ｌ ＝ Ｃ（１－λ） 

③ Ｃ－Ｌ ＝ Ｃλ 

④ Ｃ－Ｌ ＝ １－Ｃλ 
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問５ 信号交差点の飽和交通流率の基本値を示す表で、（ ）に当てはまる数値はど

れか。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ       Ｂ       Ｃ 

① ２,０００   １,６００   １,４００  

② ２,０００   １,８００   １,８００ 

③  １,８００   １,５００   １,５００ 

④ １,８００   １,４００   １,２００ 

 

 

問６ 交通信号施設の保守点検の目的に関する記述で、（ ）に入れる言葉として適 

当なものを選びなさい。 

交通信号施設の（ ）を常時適切な状態に維持することによって、各施設の適正検

証、長寿命化及び障害の未然防止を図るものである。 

   

①  動作 

② 規格 

③ 機能及び性能 

④ 機能 

 

 

問７ 都道府県警察本部が発注する保守点検に関し、保守点検の対象となる交通管

制システムの中央装置と端末装置について、不適当なものを選びなさい。 

 

① ＩＴＶ中央装置 

② 光ビーコン 

③ 無停電電源装置 

④ 視線誘導標 

 

 

 

 

車線の種類 飽和交通流率（pcu/有効青1時間/車線）

直進車線 　　　　　（　Ａ　）

左折車線 　　　　　（　B　）

右折車線 　　　　　（　C　）

　　 pcu：乗用車換算台数
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問８ 安全管理に関する記述で、( )に入れる言葉として適当なものを選びなさい。 

作業現場で発生することが予測できる緊急事態に対して、緊急事態発生時に迅速で

確実な対応をするため、( )などを整備しなければならない。 

 

① 保護具 

② 緊急連絡表 

③ 緊急用車両 

④ 災害用飲料水 

 

 

問９ 労働安全衛生法に関する記述で、( )に入れる言葉として適当なものを選び

なさい。 

高さが( )以上の箇所で作業を行う場合は、墜落の危険性防止のため、安全帯を使

用する必要がある。 

 

 ① １ｍ 

 ② １．５ｍ 

 ③ ２ｍ 

 ④ ３ｍ 

 

 

問１０ 安全対策に関する記述で、( )に入れる言葉として適当なものを選びなさ

い。 

リスクアセスメントは潜在的な( )又は有害性を見つけ出し、これを除去、低減す

るための手法である。 

 

 ① 安全性 

 ② 故障性 

 ③ 信頼性 

 ④ 危険性 
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問１１ 定期点検を行う場合、留意すべき事項に関する記述（ア、イ）で、（Ａ）及

び（Ｂ）に入れる言葉として①～④の組合わせの中から、適当なものを選びなさい。 

ア 通常使われない（Ａ）についても確実に動作するかを確認する。  

イ 交通状況などで（Ｂ）の改善点及び不具合が認められた場合、監督員に報告す

る。 

 

   Ａ     Ｂ 

① 機能    運用上  

② 機能    施工上  

③ ソフト   調整上  

④ 回路    設置上  

 

 

問１２ 地点制御用交通信号制御機の定期点検基準に関する記述で、不適当なもの

を選びなさい。 

 

① 日付及び時刻について、時報とのずれを確認する。 

② 各階梯の表示時間に従い、階梯図のとおりに信号灯器が点灯することを確認 

する。 

③ 制御部パネルの多段表示灯が滅灯することを確認する。 

④ 入力電源の漏れ電流を測定する。 

 

 

問１３ 交通信号制御機にギャップ感応機能が付加された場合の定期点検基準に関

する記述で、（ ）に入れる言葉として適当なものを選びなさい。 

感応階梯の計時中に車両感知信号を受信した場合、（ ）時間を計時し延長動作を行

う。 

 

① 単位青 

② 限度青 

③ 延長青 

④ 初期青 
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問１４ ＬＥＤ交通信号灯器の定期点検基準に関する記述で、（ ）に入れる言葉と

して適当なものを選びなさい。 

ＬＥＤ式車両用灯器を点検中にＬＥＤ素子の不点灯箇所、著しい( )、色度ずれ及

び輝度むらの場合は、日付入りで写真撮影し監督員へ報告する。 

 

① 強度低下 

② 輝度低下 

③ 色度低下 

④ 色温度低下 

 

 

問１５ 超音波式車両感知器の定期点検基準に関する記述で、不適当なものを選び

なさい。 

 

① 送受器の取付位置は対象車線の中央部とし、送受器の開口面は路面に対して 

水平であることを確認する。 

② 感知があった場合、「感知」表示灯が点灯し、端子板Ｄ０－Ｄ１間の電圧は 

１５Ｖ以下であることを確認する。 

③ 中央装置に感知器を収容する場合は、中央装置と感知器で番号が一致するこ 

とを確認する。 

④ 送受器が断線の場合、「異常」表示灯が点灯し、感知信号は「感知無」で出力 

する。 

 

 

問１６ コンクリート柱の定期点検基準に関する記述で、（Ａ）及び（Ｂ）に入れる

言葉として①～④の組合わせの中から適当なものを選びなさい。 

外観の点検は、傾きが無いか、また（Ａ）に隙間が無いかを確認する。 

また、非破壊診断装置を用いて（Ｂ）に鉄筋破断が無いかを確認する。 

 

   Ａ     Ｂ 

① 中央部   地際部  

② 地際部   柱全体  

③ 地際部   柱内部 

④ 頭頂部   柱内部  
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問１７ 交通信号施設の架線の定期点検基準に関する記述（ア、イ）で、（Ａ）及び

（Ｂ）に入れる言葉として①～④の組合わせの中から、適当なものを選びなさい。 

架線点検の結果、次の状況が確認された場合は、直ちに監督員に報告し、日付入り

写真撮影を行う。 

ア 架線が弛んでおり、ＧＬから（Ａ）以下であった。 

イ 不法な（Ｂ）と思われるケーブル、看板などの施設物を確認した。 

 

   Ａ      Ｂ 

① ５．５ｍ   添架  

② ５．０ｍ   設備 

③ ４．８ｍ   行為  

④ ４．５ｍ   添架 

 

 

問１８ １形全面表示交通情報板の定期点検基準に関する記述で、( )に入れる言

葉として適当なものを選びなさい。 

１形全面表示交通情報板の単体制御点検にて、登録されたパターンを選択し、該当

のパターンが正常に表示されるかを確認する点検を( )という。 

 

① 固定パターン制御確認 

② 監視制御確認 

③ 照会制御確認 

④ 表示切制御確認  

 

 

問１９ 保守点検の資格に関する記述で、（Ａ）及び（Ｂ）に入れる言葉として①～

④の組合わせの中から適当なものを選びなさい。 

作業床の高さ（Ａ）未満の高所作業車を運転するためには、次のいずれかの資格を

保有することが労働安全衛生法で規定されている。 

高所作業車運転技能講習修了、又は高所作業車運転（Ｂ）教育修了 

 

   Ａ     Ｂ 

① １０ｍ   特別 

②  ５ｍ    特別 

③ ５ｍ    長期 

④  １０ｍ   路上 
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問２０ 交通信号制御機の基本的な動作に関する記述で、（Ａ）及び（Ｂ）に入れる

言葉として①～④の組合わせの中から適当なものを選びなさい。 

階梯の表示時間監視機能について、中階梯における最低監視時間は（Ａ）であり、

最長監視時間は（Ｂ）である。 

 

   Ａ       Ｂ 

① ０．９５秒   １０秒 

② ０．９５秒   １１０秒 

③ ６秒      １０秒  

④ ６秒      １１０秒  

 

 

問２１ 地点制御用交通信号制御機の機能性能に関する記述で、（Ａ）及び（Ｂ）に

入れる言葉として適当なものを選びなさい。 

多段動作とは、予め設定された最大（Ａ）パターンの各階梯の表示時間及び（Ｂ）

に従って各階梯の表示時間を切替える制御を行う。 

 

   Ａ    Ｂ 

① １０   切替時刻  

② ２０   設定時刻  

③ １０   終了時刻  

④ ５    切替時刻  

 

 

問２２ 光ビーコンの機能性能に関する記述で、（ ）に入れる言葉として適当なも

のを選びなさい。 

光ビーコンは、( )を用いて、通行車両の真上（高さ約５～１０ｍ）に取付けた投

受光器と（ ）車載機を搭載した車両との間で双方向通信を行う。 

 

① 遠赤外線 

② 近赤外線 

③ Bluetooth 

④ ５．８ＧＨｚ帯ＤＳＲＣ通信 
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問２３ 音響式交通信号付加装置の異種鳴き交わし方式による音響出力に関する記

述で、不適切なものを選びなさい。 

 

① 誘導音１（方向１）は、「ピヨ」「ピヨピヨ」を交互に鳴動 

② 誘導音２（方向２）は、「カッコー」「カッカコー」を交互に鳴動 

③ 歩行者専用現示音（全方向）は、「ピヨ」「ピヨピヨ」「カッコー」「カッカッ 

コー」を順次鳴動 

④ 歩行者専用現示音（全方向）は、メロディ「通りゃんせ」「故郷の空」を交互 

に鳴動 

 

 

問２４ 端末区間用無線伝送装置に関する記述で、（ ）に入れる言葉として適当な

ものを選びなさい。 

端末区間用伝送装置は用途によって「Ｐ１形インターフェース用」「Ｓ６形インター

フェース用」「Ｓ９形インターフェース用」の３つの種類が定められており、そのう

ち「Ｐ１形インターフェース用」は、（ ）などの出力を送信又は受信するために用

いる。 

 

① 車両灯器 

② 車両感知器 

③ 光回線 

④ 音響式交通信号付加装置 

 

 

問２５ 警察庁仕様に定められている交通信号灯器に関する記述で、不適当なもの

を選びなさい。 

 

 ① 車両用交通信号灯器の形状・大きさは、「円形、直径２００～４５０ｍｍ」と

規定されている。 

 ② 光度分布とは、信号灯器を光源とした場合の各方向に対する光度の分布であ

る。 

 ③ 輝度均斉度とは、信号灯器を所定の距離から見た場合、表面全体が均一に見

える度合いである。 

 ④ ファントム比とは、点灯している灯器に太陽光が入射した場合の輝度と灯器

が滅灯した場合の輝度比である。 
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問２６ 労働安全衛生法に関する記述で、（ ）に入れる言葉として適当なものを選

びなさい。 

事業者は、安全衛生についての自主的な活動を推進することによって、（ ）の防止

に関する総合的計画的な対策を推進する。 

 

① 自然災害 

② 法律違反 

③ 通勤災害 

④ 労働災害 

 

 

問２７ 建設業法に関する記述で、（Ａ）及び（Ｂ）に入れる言葉として適当なもの

を選びなさい。 

発注者から直接建設工事を請け負った特定建設業者が、当該建設工事の施工に関し

４，０００万円以上（建築一式工事にあっては６，０００万円以上）の下請契約を

締結して施工するときは、(Ａ)に替えて、さらに加重された資格（特定建設業の許

可基準における技術者の資格に同じ）を有するもを（Ｂ）として置かなければなら

ない。 

 

   Ａ       Ｂ 

① 主任技術者   監理技術者 

② 現場代理人   主任技術者 

③ 現場代理人   監理技術者 

④ 監理技術者   安全衛生責任者 

 

 

問２８ 作業中に発生した事故に関する記述で、（ ）に入れる言葉として適当なも

のを選びなさい。 

労働者が労働災害で死亡又は（ ）以上休業したときは、管轄の労働基準監督署へ

労働者死傷病報告（様式２３号）を提出しなければならない。 

 

① １日 

② ４日 

③ ７日 

④ ２０日 
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問２９ 道路交通法施行規則にある信号機の構造等に関する記述で、（Ａ）及び（Ｂ）

に入れる言葉として適当なものを選びなさい。 

高速自動車道国道及び自動車専用道路以外の道路においては(Ａ)前方から識別でき

る光度を有する必要があり、燈火の光の発散角度は、左方、右方及び下方に、それ

ぞれ（Ｂ）以上のものと定められている。 

 

   Ａ      Ｂ 

① １００ｍ   ３０度 

② １００ｍ   ４５度 

③ １５０ｍ   ３０度 

④ １５０ｍ   ４５度 

 

 

問３０ 下図は、産業廃棄物に関するマニュフェストの流れを示したものである。

下図の（Ａ）に入る言葉として適当なものを選びなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

① 最終処理業者 

② 中間処理業者 

③ 最終処分場 

④ 発注者 

以下余白 


